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DNA マーカー育種による耐裂莢性ダイズの育成と利用技術の開発 

 

１ 中核機関・研究総括者 

（独）農業・食品産業技術総合研究機構北海道農業研究センター 

船附 秀行 

 

２ 研究期間 

2006～2009 年度（4 年間） 

 

３ 研究目的 

新規に開発した DNA マーカーを利用し、本州や九州のダイズの主要

品種に北海道の品種からピンポイントで耐裂莢性を導入し育種素材を

育成する。さらに耐裂莢性系統を効果的に利用するための栽培・収穫

法の開発、耐裂莢性育種法の確立を行う。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① マーカーを利用した耐裂莢性のピンポイント導入（（独）北海道農

業研究センター、（独）作物研究所、栃木県農業試験場） 

新規に開発した DNA マーカーを利用して戻し交雑を行うことで、

本州以南の主要な品種の特性を維持しながら、耐裂莢性を導入する。 

② 耐裂莢性ダイズの栽培・収穫法の開発（（独）北海道農業研究セン

ター、（独）作物研究所、栃木県農業試験場、北海道立中央農業試

験場） 

耐裂莢性ダイズの特長を活かす栽培法を確立するとともに、その

有用性を本州の圃場で実証する。 

③ マーカーによる耐裂莢性育種法の確立（（独）北海道農業研究セン

ター、（独）作物研究所、北海道立中央農業試験場、北海道立十勝

農業試験場、北海道大学） 

耐裂莢性に関するDNAマーカーを高精度化・簡易化するとともに、

マーカー選抜の有用性を育種現場で実証する。 

 

５ 目標とする成果 

広範な地域に対応する耐裂莢性ダイズの育種素材とその利用技術が

開発される。これにより、耐裂莢性ダイズが広く国内で普及し、ひい

ては、国産ダイズの安定生産、高品質化につながることが期待される。 
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